
３ 市「市民 度」 果の経年  
 

  
 

市「市民 度」 に て 

 

 本 の 的 、 市の市民を に継続的に して る市民 の 果

を経年 する とに る 年度に 市から、市民 度を に する めの

の 成が を として研究 で 度 を し、 の

都市との が可能な 的 ータとして４ を「ラン ング 」と

に、市民 の によ 的 ータを して、 市として

に して ５ を「 リジナ 」と １） の市民 を

３年に一度の イ で する とで、市民 度の経年 が可能となる  
 年度に第１回 を し、 の 果から 問文の ー ング等の を経て、

年度に２回 、 年度に３回 、 年度に４回 の を し と で

る 年度 的な に る め、本 で 、 問 が し

年度、 年度、 年度の３ 年の 果の を行 の １に し  
 年度の で 、 で を として が、 に

し 年 日に成年年 が に ら る とと、 の

年 を める とを 的として が、 によ て の ータとの な

で な な とに が で る な に、 年度 の 回 の

、 合 、 回 の で  
 
表１ ⼩松市⺠幸福度調査の概要 

  2013 年度 2016 年度 2019 年度 

調査対象者 満 20 歳以上 79 歳以下 満 20 歳以上 79 歳以下 満 18 歳以上 79 歳以下 

調査対象者数 2,600 ⼈ 2,600 ⼈ 3,000 ⼈ 

抽出⽅法 単純無作為抽出法 単純無作為抽出法 単純無作為抽出法 

抽出台帳 住⺠基本台帳 住⺠基本台帳 住⺠基本台帳 

調査回収⽅法 郵送法 郵送法 郵送法 

調査期間 3013.10.17〜11.19 2016.7.8~8.19 2019.7.8~8.30 

有効回収数 1,481 1,442 1,543 

有効回収率 57.0% 55.5% 51.4% 
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２ ス による経年  

 

 ２に の 、３ 年度の で共 の ー ングを用 て 問し のリ

ストで る 年度と のリスト の 本的 の とを ス に ２検

にか 果、 度を する リジナ の 、 で に

な関 が ら ２） ん、 度を て と で るが、すでに

度 が に 、 年の７年 をと して に 的に な

がな と を する と で る  
 で 、 ２検 の 果、 年度との に 的に な関 が ら に

て、 ス を しながら ータを に検討する  

 
表  ⼩松市⺠幸福度調査 年 の  

     

1  20 無 者の  

2 年  21 度  

3 住 ⼩  22 率  

4  23 満 度  

5 住  24 満 度  

6 住  25 満 度  

7 満 度  26 満 度  

8 ⼈ 満 度  27 度  

9 の 度  28 度  

10  29 満 度  

11 度  30 率  

12  31 率  

13  32 市  

14  33 ⼩ の 満 度  

15 の  34 満 度  

16 収 満 度  35  

17 福 満 度  36 住  

18 ⼈間 満 度  37  

19  38 幸福  

幸福度 の  

調査年度 の .05, .01, .001 
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２ １ 「 す 」 の経年  

 

 「 す 」 の 、 度、 会行 度に 経年で 的

に な がなか しかし、 関係 度、 の 度 よ

に な が ら  

 関係 度 、「 な との 関係に の 度 して すか」との

問に して、「とて して る」、「 る 度 して る」、「 して な 」、

「全 して な 」の４ で回 を めて る 年度との ス 果を し

３によると、 年度と て 年度に 度が し のの、 年度に

な て 度が して る とが と る  
 
表  調査年度 満 度 

  
1. 満

 
2. 度満

 
3. 満

 
4. 満

 
⼈数  

2013 年 17.3% 69.1% 11.6% 2.1% 100% 1459  
2016 年 14.3% 70.1% 12.9% 2.7% 100% 1431  
2019 年 14.8% 73.0% 10.3% 1.9% 100% 1482  

13.1 . . 6 0.042  
 

の 度 、「 な 市 に が とがで る が

して ると思 すか」との 問に して、「とて 思 」、「 る 度 思 」、

「 思 な 」、「全 思 な 」の４ で回 を めて る 年度と

の ス 果を し ４から 、 度を する が 的に に て る

とが かる  

 
表  調査年度 の 度 

 1.
 

2. 度
 

3.
 

4.
 

⼈数  

2013 年 4.2% 47.5% 42.1% 6.3% 100% 1452  
2016 年 6.0% 46.7% 40.0% 7.4% 100% 1423  
2019 年 6.6% 49.7% 38.0% 5.6% 100% 1474  

16.4 . . 6 0.012  
 

、「 な 地域での 日用 の が と思

すか」との 問に して、「とて 思 」、「 る 度 思 」、「 思 な

」、「全 思 な 」の４ で回 を めて る 年度との ス 果を
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し ５によると、 的に に を する が て る とが と

る  
 
表  調査年度  

 1.
 

2. 度
 

3.
 

4.
 

⼈数  

2013 年 22.8% 56.5% 17.0% 3.7% 100% 1459  
2016 年 22.6% 56.3% 16.0% 5.1% 100% 1431  
2019 年 26.8% 53.6% 15.9% 3.7% 100% 1482  

13.5 . . 6 0.035  
 
 
２ ２ 「 」 の経年  

 
「 」 の 、 の が 、 度、 生等 度 よ

関係 度に 経年で 的に な ら なか 一、 ー ライフ ランスに

て な が ら  

ー ライフ ランス 、「 な と生活の ランスがと て ると思 すか」

と 問に、「とて 思 」から「全 思 な 」 での４ で回 して ら

の 果を 年度と ス し ６によると、 ー ライフ ランスがと て

ると思 が年 して る とが かる  
 
表  調査年度  

 1.
 

2. 度
 

3.
 

4.
 

⼈数  

2013 年 8.8% 63.8% 20.0% 7.4% 100% 972  
2016 年 9.1% 66.9% 18.7% 5.3% 100% 947  
2019 年 9.3% 70.2% 15.2% 5.4% 100% 1027  

14.7 . . 6 0.022  
 
 
２ ３ 「 んしん」 の経年  

 

「 んしん」 の 、生活 度 経年で 的に な なか が、 害

等 よ 公共交 度に な が ら  

害 等 、「 な 害 に て 務 からの 経
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を て すか」との問 に して、「よ て る」、「 る 度 て る」、

「 らな 」、「全 らな 」の４ での回 を めて る の 果を 年度

と ス し ７によ ば、「よ て る」と回 し の が年 して

る とが かる  

 
表  調査年度 率 

 1.
 

2. 度
 

3.
 

4.
 

⼈数  

2013 年 20.8% 45.2% 25.7% 8.3% 100% 1465  
2016 年 19.1% 47.1% 25.6% 8.3% 100% 1428  
2019 年 14.9% 50.4% 25.9% 8.8% 100% 1527  

19.5 . . 6 0.003  
 
 に、公共交 度 、「 な 市 での ス タ シー な の

公共交 関に て して すか」と 問 に、「とて して る」から「全

して な 」 での４ で回 して ら の 果を 年度と ス し

８によ ば、 度 で が る とが かる すな 、公共交

度 らかに年 して る  
 
表  調査年度 満 度 

 1. 満
 

2. 度満
 

3. 満
 

4. 満
 

⼈数  

2013 年 7.5% 47.6% 32.9% 12.0% 100% 1449  
2016 年 4.9% 46.8% 36.0% 12.2% 100% 1407  
2019 年 3.9% 41.7% 39.5% 14.9% 100% 1506  

41.2 . . 6 0.000  
 
 
２ ４ 「 か」 の経年  

 
「 か」 の 、日 度、 度、 生活関 度 よ 度

に 経年で 的に な がなか が、 環境 度にの な が

ら  

環境 度 、「市 に な の を ポートして る環境（公

動 な ）が して ると思 すか」と 問に して、 とて

思 」から「全 思 な 」 での４ で回 を めて る 年度との ス
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で る ９によると、 年度に し 度が 年度に して

る  
 
表  調査年度 満 度 

 1.
 

2. 度
 

3.
 

4.
 

⼈数  

2013 年 7.9% 56.1% 31.9% 4.1% 100% 1462  
2016 年 6.8% 52.5% 34.4% 6.3% 100% 1418  
2019 年 7.1% 53.4% 35.1% 4.4% 100% 1509  

13.4 . . 6 0.037  
 
２ ５ 「生 が ・ 」 の経年  

 
 「生 が ・ 」 の 、地域 度の 経年で 的に な がなか

が ら の 、生 環境 度、市 よ の ・

度で る  
生 環境 度に て 、「 な の な を める生 の

ー 活動が に ると思 すか」と 問に、「とて 思 」から

「全 思 な 」 での４ で回 して ら の 果を 年度と ス

し によると、 度 年 して る とが と る  
 
表１  調査年度 満 度 

 1.
 

2. 度
 

3.
 

4.
 

⼈数  

2013 年 5.9% 38.9% 45.8% 9.4% 100% 1441  
2016 年 4.5% 38.2% 47.8% 9.5% 100% 1414  
2019 年 3.5% 35.9% 51.1% 9.6% 100% 1506  

15.9 . . 6 0.014  
 
市 、「 な 市 の ・ の と思 すか」と

問に して、「とて 思 」、「 る 度 思 」、「 思 な 」、「全

思 な 」に、「 からな 」と を て る 、 に

な の 生が な と で な 問 と思 からで る 年度との

ス 果を し によると、「とて 思 」と「 る 度 思 」の合 が

して 、 への て る  
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表１１ 調査年度 市 の⼩ 度 

 1.
 

2.
度

 

3.

 

4.
 

5.
 

⼈数  

2013 年 2.5% 35.2% 21.1% 2.7% 38.6% 100% 1462  
2016 年 2.6% 36.2% 20.3% 3.0% 37.8% 100% 1414  
2019 年 2.8% 42.0% 16.3% 2.4% 36.4% 100%1513  

23.6 . . 8 0.003  
 

の ・ 度に て 、「 な 市 の ・ の が

して ると思 すか」と 問に、 し 市 と全 同 ５ の

で回 して ら て る 年度との ス で る から「とて 思 」

と 回 ば、年 して る 「とて 思 」と「 る 度 思 」と

の合 で ば、 年度に ん し のの、 年度に して る  
 
表１  調査年度 市 の⼩ 満 度 

 1.
 

2. 度
 

3.
 

4.
 

5.
 

⼈数  

2013 年 6.2% 41.2% 16.2% 2.3% 34.0% 100% 1457  
2016 年 3.9% 41.6% 14.4% 2.5% 37.6% 100% 1413  
2019 年 3.3% 45.5% 14.7% 1.8% 34.7% 100% 1509  

25.4 . . 8 0.001  
 
 
２ ６ の の経年  

 
 リジナ に 、地域 、 、地域 、 的 な 、

回の で継続的に 問して る が る の 、 と地域 に て、

年度別で 的に な が ら  

 、「 な 市に 続 ですか」と 問 に して、「で

ば と 続 」、「しばら 続 」「で ば市 に 」から

回 を めて る 年度別の ス 果を し によ ば、「で ば と

続 」とする が年 して 、「しばら 続 」とする が し

て る とが かる  
 
 

─  72  ─



表１  調査年度 住  

 1. 住
 

2. 住
 

3. 市
 

⼈数  

2013 年 65.5% 26.2% 8.3% 100% 1442  
2016 年 61.4% 29.7% 8.9% 100% 1406  
2019 年 60.3% 32.3% 7.4% 100% 1497  

14.9 . . 4 0.005  
 
地域 、「 な 市を らし す する めに ので る で

か に と思 すか」と 問に して、「とて 思 」から「全

思 な 」 での４ で回 を める ので る 年度との ス 果を し

によ ば、地域 で が る とが かる すな

、「とて 思 」、「 る 度 思 」と 回 が 的に に して

、「 思 な 」とする回 が に して る  
 
表１  調査年度  

 1.
 

2. 度
 

3.
 

4.
 

⼈数  

2013 年 10.1% 55.8% 30.0% 4.2% 100% 1422  
2016 年 9.1% 53.6% 33.0% 4.3% 100% 1389  
2019 年 6.6% 50.8% 38.5% 4.2% 100% 1510  

31.0 . . 6 0.000  
 
 
３ とめ 

 

年度別での ス 果から らかにな とを とめる  

、 が年 して る として、 の 度、 、

ー ライフ ランス、市 の４ が ら る  

の 度 、 年 に に 成し 合 「 アズ

ス エア」に の 「 ッ ーラン 」が開 し とな が を め と思

る 、同年に 市 に大 シ ッ ングセンター 開 し への を

めて ると で る のなかに の めのアミューズメントス ースが

て る と 、 の 度への を め か し な らに、 年 政

による の推進にと な て、 ー ライフ ランスの が るよ

にな 、 と に に関 を持 て んで る とが、 の ー ライフ
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ランスへの を めて ると考 ら る  

に、 年と して、 が 年に ん し のの 年に

して る として、 関係 度、 環境 度、 の ・

度の３ が ら る と に、 が ん が てから して

る 一 なか とから、 らに関 し 市による の が

度を ると 成果に なが て ると る 市 の の への

が年 て る とと、 の ・ 度が て る と 、

の の環境が して て る とが市民に て ると で る  

に、 が年 して る として、 害 等 、公共交

度、生 環境 度、 、地域 の５ が ら る 害

等 「よ て る」と回 し の 合が、 年から 年にか てと に

して る 年、全国 地で 害が 発して る とから、 ・ への関 が

す す て ると思 るなかで、 等への に て回 が

的に回 する が ので な か な んからの地域での

が ると で る 公共交 度 、「とて して る」と「 る 度

して る」の合 が、 年 、 年 、 年 と、７年 で

して る 公共交 関の 地域によ て が るので、地 との

ータを に検討する が る 生 環境 度 年 して るので、 年

に開 し 公 大 の公開 で る「 市民大 」を らに 、市民に

して な の で  

リジナ に な が、 と地域 が年 が て る と

す とで る への 一 を する めに全国の 治

が て ・ 政策に を て る とを考 ば、 の 民に「 市に と

続 」と思 て ら とが で る 市を らし す する めに の

で る で か に と 持 が ば、 が ラン アのよ な行動

に なが 、 て 市全 の ーシ ・ タ を 成し、 との を

めると 果に ながる で る の めに 、 市民の地域 の推 を

て か ばならな  

 
 

１）ラン ング の４ 、「 す 」、「 」、「 んしん」、「 か」の

で る リジナ の５ 、「 す 」（５ ）、「 」（５ ）、「

んしん」（５ ）、「 か」（５ ）、「生 が ・ 」（ ）の と

なる 「 んしん」５ の 、市民 で して るの ３ で る

、「生 が ・ 」 の 市民 で して るの ６ で

る の め、 果から ら る リジナ 合 となる  
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２）「生 が ・ 」 の 、スポー 活動 よ ・文 活動 に関

して 、回 を 年度と 年度とで し 経 が 、 経年

の と しな すな 、 とする リジナ となる の

、 に 的に年度による回 の ら なか  
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